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●
認　

定

　

代
表
監
査
委
員
よ
り
決
算
審
査
報
告
が
あ
り
、

28
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
な
ど
、
全
10
会
計
が

委
員
会
審
査
後
、
本
会
議
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
入
決
算
額　
　

84
億
５
７
０
４
万
５
千
円

　

支
出
決
算
額　
　

80
億
６
７
８
８
万
１
千
円

　

翌
年
度
繰
越
額　
　
　
　
　

６
７
１
４
万
円

　

剰
余
金　
　
　
　

３
億
２
２
０
２
万
５
千
円

　

（
う
ち
基
金
積
立
額
）
１
億
６
２
０
０
万
円

●

保
育
の
必
要
性
の
認
定
に
関
す
る
条
例
の
制
定

●

保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

●

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
改
正

●

町
営
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

●

一
般
会
計　
　
　

２
億
２
４
７
０
万
８
千
円

臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の
確
定
に
よ
る

●
住
宅
改
修
事
業
特
別
会
計　
　
　

▲
20
万
円

●

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計　
　

57
万
４
千
円

繰
越
金
の
確
定
に
よ
る

●

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計　

１
４
３
万
２
千
円

繰
越
金
等
の
確
定
に
よ
る

●

老
人
保
健
施
設
特
別
会
計　
　

69
万
４
千
円

繰
越
金
の
確
定
に
よ
る

　

平
成
29
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
６
日

か
ら
20
日
ま
で
の
15
日
間
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
長
は
招
集
あ
い
さ
つ
の
中
で

●

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
よ
る
、
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て
。

●

東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県
釜
石
市
の
小
中

学
生
３
千
人
は
全
員
無
事
だ
っ
た
。
日
頃
の

訓
練
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
。

●

夏
の
成
人
式
、
１
０
１
名
が
出
席
、
実
行
委

員
を
中
心
に
ま
と
ま
っ
た
式
が
で
き
た
。

●

信
州
Ｄ
Ｃ
、
八
千
穂
高
原
へ
の
客
の
入
り
込

み
状
況
に
つ
い
て
。

●
町
と
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
な
ど
10
名
で
、
花
卉
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
た
。

●

子
育
て
支
援
、
給
食
費
の
町
補
助
の
予
算
計

上
に
つ
い
て
。

な
ど
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
上
程
さ
れ
た
案
件
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

●
一
般
会
計

●

子
ど
も
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）施
設
改
修
工
事
の

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

畑
八
開
発
㈱　

８
８
５
６
万
円

【
賛
否
一
覧
表
参
照
】

●

教
育
委
員
会
委
員

山
口
秀
俊
氏　

任
期
32
年
５
月
７
日
ま
で

●

「
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す
る
意
見

書
採
択
」
に
関
す
る
陳
情

【
賛
否
一
覧
表
参
照
】

●

「
全
国
森
林
環
境
税
」
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て　
　

 【
賛
否
一
覧
表
参
照
】

●

道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
補
助
率
等
の
嵩

上
げ
措
置
の
継
続
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
16
名
の
委
員
を
同

意
し
ま
し
た
。

●

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　

１
０
５
万
９
千
円

広
域
連
合
負
担
金
増
な
ど

●
意
見
書

●
陳　

情

●
人　

事

●
契　

約

●
条　

例

●
補
正
予
算

７月７月
臨時
議会

28年度 10会計決算を認定28年度10会計決算を認定
総額121億 8662万円余総額121億 8662万円余

審査報告をする輿水博代表監査委員審査報告をする輿水博代表監査委員

９月定例会【９月６日～９月20日】



33

佐
久
穂
町
営
水
道
の

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

平成29年第７回定例会平成29年第７回定例会  賛否一覧賛否一覧

問　

料
金
改
定
の
根
拠
は
？
条
文
の

く
わ
し
い
説
明
を
。

答　

北
部
水
道
組
合
の
水
道
施
設
更

新
の
財
源
確
保
す
る
た
め
で
す
。
20

年
間
の
長
期
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

条
文
は
、
改
正
時
期
が
29
年
10
月

１
日
と
30
年
４
月
１
日
の
二
と
お
り

あ
る
た
め
、
加
入
分
担
金
、
手
数
料
、

水
道
料
金
の
算
出
方
法
が
異
な
る
こ

と
を
示
し
ま
し
た
。

総
括
質
疑

髙
見
澤 

春
野

議  員  名

議案等番号 議案等略名

西
部
元
和

島
﨑
規
子

須
田
良
子

石
井
正
行

出
浦
修
身

井
出
正
臣

髙
橋
康
徳

髙
見
澤
研
二

佐
々
木
正
雄

倉
澤
陽
一

倉
澤
治
貴

岡  
部　
勝  
一

髙
見
澤
春
野

議決
結果

議案第 60号　平成 29年度佐久穂町こど
もセンター（仮称）創設に伴う施設改修工
事の請負契約の締結について

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ■ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ 可 決

陳情第5号　「全国森林環境税の創設に関
する意見書採択」に関する陳情について

◯ ■ ◯ ◯ ■ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ 採 択

発議第 6号　「全国森林環境税」の創設
に関する意見書の提出について

◯ ■ ◯ ◯ ■ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ 可 決

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
議
会
に
お

い
て
、
議
員
定
数
削
減
の
発
議
が
出

さ
れ
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
審
議
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め

と
思
わ
れ
ま
す
。
今
年
四
月
の
議
会

選
挙
に
よ
り
、
新
た
な
議
会
が
発
足

し
、
あ
ら
た
め
て
議
会
改
革
の
必
要

性
を
問
い
ま
し
た
。
九
月
議
会
で
、

議
会
改
革
特
別
委
員
会
設
置
の
発
委

が
あ
り
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
倉
澤
治
貴　

議
会
運
営
委
員

長
を
長
と
し
て
、
全
員
で
取
り
組
み

問問答答

全員協議会全員協議会

　

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
九
日
に

続
き
、
九
月
十
五
日
に
も
北
朝
鮮
か

ら
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
、
日

本
の
領
土
領
空
上
を
通
過
、
太
平
洋

上
に
落
下
し
ま
し
た
。
日
本
国
民
の

安
全
を
脅
か
す
行
為
で
あ
り
、
断
じ

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
国
連
の
安
全
保
障
理
事
会
に
お

い
て
も
北
朝
鮮
に
対
す
る
経
済
制
裁

が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
、
平
和
的

解
決
へ
の
初
動
を
歩
み
始
め
た
矢
先

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
に
対
し

て
、
断
固
と
し
て
非
難
し
ま
す
。

　

私
た
ち
市
町
村
と
い
っ
た
自
治
体

ま
す
。

○
定
数
、
報
酬　

○
夜
間
・
休
日
議

会　

○
模
擬
議
会
（
こ
ど
も
、女
性
）　

○
タ
ブ
レ
ッ
ト
議
会　

○
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査　

○
意
見
交
換
会
等
多
く
の

事
案
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
に
わ
か
り
や
す
い
議
会
、
よ

り
開
か
れ
た
議
会
、
信
頼
さ
れ
る
議

会
を
め
ざ
し
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革

の
方
策
を
検
討
す
る
た
め
に
、
議
会

改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

が
、
住
民
の
た
め
の
幸
福
を
議
論
し

実
現
す
る
た
め
に
は
、
国
家
と
し
て

安
全
が
担
保
さ
れ
て
こ
そ
で
あ
り
ま

す
。
国
防
に
関
し
て
は
国
家
に
要
望

す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
に
対
し
て
挑
発
行
為
を
行
う

国
家
と
し
て
北
朝
鮮
が
存
在
す
る
以

上
、
国
民
の
安
全
を
保
障
す
る
必
要

性
に
お
い
て
、
そ
の
実
現
に
対
す
る

確
実
な
対
応
を
、
政
府
に
対
し
て
強

く
求
め
ま
す
。

　

以
上
の
意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま

し
た
。

※これ以外の案件等は、全会一致で可決しました。

国
に
求
め
る
!!

          「
北
朝
鮮
に
強
く
抗
議
を
」

議
会
改
革
特
別
委
員
会　

設
置

※「○」は賛成、「■」は反対、「欠」は欠席　議長（小宮山雅則）は採決に加わりません。
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10 月現在
町民 1万 1434人で計算

気にな
る佐久穂町の気にな
る佐久穂町の

平成28年度決算の詳細につきましては
広報さくほ10月号P4,5 又は佐久穂町ホームページ
（http:/www.town .sakuho.nagano.jp）をご覧ください。

QRコードを
使うには？

524万円

501万円

43 万円 8％

給料

パート収入

両親・兄弟からの援助

貯金の取りくずし

前年の残り
借金

食費

医療費

借金の返済

水道光熱費

親類・友人への援助

貯金

家族への援助

自宅の修理

74万円 15％
99万円 20％

25万円 5％

52万円 10％

69万円 14％
53万円 10％

99万円 20％

30万円 6％

29万円
　5％

67万円 13％

349万円 67％

15万円

21万円
4％
3％

会社員ではない人の
健康保険用さいふ

千曲病院専用のさいふ

老人施設専用のさいふ
◯入15億 8200万円
◯出15億 7880万円

App Store か google 
playからQRコードリー
ダーをダウンロード♪
そのアプリでコードを
撮って！

（一般会計）平成 28年 10月現在

貯金 基金
78億5846万円

平成 27年度の収入が 500万円の家庭の場合

（平成 28年決算時）

借金借金と貯金貯金 収入

専用のさいふ専用のさいふ

（町民 1人あたり）

約57万7000円

（町民 1人あたり）

約68万7000円

特別会計

介護保険用のさいふ

◯入18億 5933万円
◯出21億 4514万円

◯入4億 4013万円
◯出4億 3644万円

◯入12億 6616万
◯出12億 3451万

平平成

支出

借金残高

409万円

貯金残高

476万円

他にも５つの専用さいふがあるのよ

？

借金 町債
66億360万円

平成28年度の収入支出を平成28年度の収入支出を
グラフ グラフ でで見てみると？見てみると？
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さくほのお金お金

決 算決 算
子 ど も に も わわ か り や す い

入ってきたお金お金
84億5705万円

使ったお金お金
80億6788万円

さくほののお金お金

地方交付税の割合

佐久穂町では
51.5％で約 44億円。

ちなみに長野市は
13.2％で約 200億円。
軽井沢町は 0％と
なっているわ。

子子 ど

平成28年度

町
の
力
で
得
た
お
金

借金

国
や
県
か
ら
も
ら
っ
た
お
金

町税

地方
交付税

国庫支出金
県支出金

人件費

扶助費

公債費

繰出金

10億8264万円10億8264万円

7569万円7569万円
1億 2896万円1億 2896万円
3億 4186万円3億 4186万円
2億 4318万円2億 4318万円

43億5072万円43億5072万円

3億 1726万円3億 1726万円

9億 2399万円9億 2399万円

4億 6816万円4億 6816万円
4165万円4165万円

11億9824万円11億9824万円

4億 8186万円4億 8186万円

15億9205万円15億9205万円

7億 3802万円7億 3802万円

11億1827万円11億1827万円

6136万円6136万円

7億 8828万円7億 8828万円

1億1億 163万円163万円
3億 9647万円3億 9647万円

15億9170万円15億9170万円

3億 8917万円3億 8917万円

困っているみなさんを
助けるお金

給料などに払うお金

借金を返すお金

地区や地域へ払うお金

事務用品・電気・ガソリンなど
日常に使うお金

建物などを保つお金

道路等を修理するお金

他に貸すお金

いざというときのために
貯めておくお金

みなさんから
税として集めたお金

保育園・老人ホームに
入ったお金など

住居をかすなどして得たお金

貯金をとりくずしたお金

その他からもらったお金

国や銀行から借りたお金

国や県からもらう
使い道が決められたお金

その他国からもらえるお金

国からもらう
自由に使えるお金

その他で得たお金

貯めるお金貯めるお金

割合

ふつうのふつうの
さいふさいふ

しらかばちゃんが解説!

一般会計

4億 8294万円4億 8294万円
昨年の残ったお金

別のさいふにうつすお金
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問　

中
部
横
断
道
開
通
を
チ
ャ
ン
ス
と
す
る
土

地
や
建
物
の
活
用
は
。

町
長　

イ
ン
タ
ー
周
辺
の
半
径
三
百
メ
ー
ト
ル

以
内
の
特
定
用
途
制
限
区
域
の
設
定
以
外
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
住
宅
用
地
は
雁
明
・
城
山
団

地
の
販
売
残
が
ネ
ッ
ク
だ
が
、
安
価
で
提
供
で

き
れ
ば
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

雁
明
で
は
町
単
独
や
住
宅
会
社

と
提
携
し
て
、「
建
売
住
宅
」
で
の
販
売
を
提

案
し
ま
す
。

問　

八
千
穂
高
原
イ
ン
タ
ー
周
辺
へ
の
「
町
の

駅
」
又
は
「
道
の
駅
」
建
設
は
。

町
長
「
道
の
駅
」
建
設
に
向
け
国
交
省
と
協
議

し
て
い
ま
す
。
特
色
あ
る
「
道
の
駅
」
づ
く
り

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　

高
速
道
路
開
通
を
活
か
す
来
年
以
降
の
観

光
地
「
八
千
穂
高
原
」
へ
の
誘
客
を
ど
う
進
め

ま
す
か
。

町
長　

営
業
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
使
っ

て
北
八
ヶ
岳
・
八
千
穂
高
原
の
ア
ク
セ
ス
改
善

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

産
業
建
設
課
長　

具
体
的
に
は
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
や
ア
ウ
ト
ド
ア
関
連
雑
誌
へ
の
観
光
情
報
の

掲
載
、
Ｆ
Ｍ
佐
久
平
や
Ｆ
Ｍ
軽
井
沢
で
の
宣
伝
、

ス
ポ
ー
ツ
店
や
各
種
団
体
へ
の
営
業
活
動
を
行

っ
て
行
き
ま
す
。

提
案
出
浦　
　

関
越
・
上
信
越
・
中
部
横
断
道

と
高
速
道
路
網
を
活
か
す
、
千
葉
・
東
京
・
埼

玉
の
駅
や
ス
ポ
ー
ツ
店
・
各
種
団
体
へ
の
営
業

強
化
を
提
案
し
ま
す
。

問　

ス
キ
ー
場
譲
渡
作
業
の
現
況
は
。

町
長　

Ｍ
＆
Ａ
企
業
等
と
譲
渡
に
つ
い
て
相
談

中
で
資
料
作
り
の
段
階
で
す
。

問　

交
渉
開
始
の
め
ど
は
。

産
業
振
興
課
長　

十
月
中
に
は
始
め
た
い
。

問　

新
た
な
観
光
施
策
を
研
究
調
査
す
る
組
織

の
立
ち
上
げ
は
。

町
長　

準
備
段
階
と
し
て
町
内
観
光
関
係
者
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
中
で
す
。

意
見
出
浦　
　

観
光
開
発
は
五
年
十
年
と
時
間

が
掛
か
る
の
で
、
早
急
に
立
上
げ
し
っ
か
り
研

究
頂
き
た
い
。

問　

町
の
観
光
開
発
を
地
域
再
生
法
に
基
づ
く

補
助
金
を
得
て
の
計
画
は
。

総
合
政
策
課
長　

地
域
再
生
法
の
補
助
金
は
、

ソ
フ
ト
事
業
が
中
心
で
難
し
い
が
、
佐
久
広
域

で
の
計
画
で
は
検
討
し
た
い
。

問　

集
落
点
検
の
現
況
と
課
題
は
。

町
長　

町
と
住
民
で
「
安
心
し
て
住
み
続
け
る

地
域
づ
く
り
」
を
見
出
し
て
行
き
た
い
。

高
速
道
路
開
通
を
チ
ャ
ン
ス
と
す
る

施
策
を
ど
う
進
め
る
か

「
道
の
駅
」建
設
に
向
け
て
具
体
的
検
討
を
進
め
て
い
ま
す

出  

浦  

修  

身　

町
長

問問ス
キ
ー
場
運
営
方
針
転
換
後
の
観
光
の
進
め
方
は
？

問問

問問

問問町
長
町
長

町
長
町
長

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

町
長
町
長

問　

進
化
し
つ
づ
け
る
情
報
化
社
会
に
お
い
て
、

情
報
媒
体
は
多
様
化
し
、
複
雑
化
し
て
い
る
。

迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
は
住
民
の
安
全
、
安
心

を
担
保
し
、
共
有
化
に
よ
り
住
民
の
絆
を
深
め

る
な
ど
情
報
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
高
齢

者
世
帯
に
も
情
報
が
伝
わ
り
易
く
、
学
校
行
事

や
地
域
活
動
、
議
会
の
様
子
な
ど
が
映
像
で
見

ら
れ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
情
報
伝
達
の
考
え
は
。

町
長　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
業
務
は
テ
レ
ビ
放
送

の
難
視
聴
対
策
が
大
き
な
理
由
の
一
つ
放
送
器

機
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
顧
客
管
理
、
取
材
、
編
集
、

放
送
な
ど
財
政
面
や
人
的
負
担
が
増
大
し
、
行

革
路
線
に
反
し
ま
す
。
効
率
的
な
情
報
伝
達
に

は
今
後
も
検
討
を
進
め
て
い
く
が
、
当
面
は
現

状
の
方
法
を
改
善
す
る
方
向
で
進
め
て
い
き
ま

す
。

問　

空
き
家
及
び
遊
休
農
地
対
策
の
成
果
と
現

状
は
。
ま
た
活
発
な
動
き
が
見
ら
れ
な
い
と
す

れ
ば
、
今
後
の
方
向
性
は
。

町
長　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
は
６
件
、
空
き

家
対
策
事
業
補
助
金
は
２
件
交
付
決
定
し
ま
し

た
。
遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て
は
新
規
就
農
者

の
支
援
、
技
術
指
導
、
産
地
宣
伝
を
行
っ
て
い

る
が
成
果
は
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
生

産
者
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど

と
連
携
し
て
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

総
合
政
策
課
長　

解
体
に
関
す
る
問
合
せ
は
多

い
が
条
件
に
よ
り
対
象
外
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多

い
、
一
年
間
様
子
を
見
て
再
検
討
し
た
い
。

問　

宅
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
が
解
体
の
さ

ま
た
げ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

住
民
税
務
課
長　

総
合
的
に
鑑
み
、
ま
た
所
有

者
の
考
え
方
も
あ
る
の
で
損
得
、
高
い
安
い
と

い
う
の
は
差
し
控
え
た
い
。

問　

農
地
バ
ン
ク
の
よ
う
な
も
の
は
つ
く
れ
な

い
か
。

町
長　

農
業
法
人
と
か
Ｊ
Ａ
に
是
非
や
っ
て
も

ら
い
た
い
。

情
報
媒
体
と
し
て

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
導
入
の
考
え
は

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
と
無
線
、
デ
ジ
タ
ル

防
災
無
線
と
い
う
方
向
で倉  

澤  

治  

貴

町
長

問問

問問総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

町
長
町
長

行
政
及
び
住
民
活
動
の
情
報
共
有
に
つ
い
て

空
き
家
及
び
遊
休
農
地
対
策
の
現
状
に
つ
い
て

町
長
町
長

町
長
町
長

問問問問 住
民
税
務
課
長

住
民
税
務
課
長

提
案（
出
浦
）

提
案（
出
浦
）

提
案（
出
浦
）

提
案（
出
浦
）

問問町
長
町
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

意
見（
出
浦
）

意
見（
出
浦
）

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

町
長
町
長

町
長
町
長

問問問問問問
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問　

小
学
校
英
語
の
現
状
は
。

教
育
長　

９
年
生
で
英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
で
き
る
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
実
態
に
合
わ
せ
て
毎
年
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

時
間
数
は
、
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
は
年

間
35
時
間
、
５
・
６
年
生
が
年
間
40
時
間
、
英

語
開
発
会
社
Ａ
ｔ
ｏ
Ｚ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

レ
シ
ピ
方
式
で
授
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

問　

実
施
３
年
間
で
見
え
た
課
題
点
は
。

教
育
長　

中
学
の
読
む
・
書
く
こ
と
に
ど
の
よ

う
に
接
続
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
。
ま
た
新
学

習
指
導
要
領
の
５
・
６
年
生
の
授
業
時
間
が
70

時
間
と
な
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
検

討
中
で
す
。

　

ま
た
、
家
庭
用
Ｃ
Ｄ
で
す
が
、
家
庭
で
一
緒

に
英
語
の
力
が
伸
び
る
よ
う
に
し
ゃ
べ
っ
て
も

ら
え
れ
ば
一
番
い
い
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

今
で
は
以
前
よ
り
、
英
語
が
う
ん
と
身
近
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

社
会
・
理
科
・
体
育
・
数
学
な
ど
で
教
諭

の
相
互
乗
り
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
英
語

は
ど
う
か
。

教
育
長　

英
語
の
乗
り
入
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

今
後
、
英
語
教
諭
の
乗
り
入
れ
を
考
え
て

い
る
か
。

教
育
長　

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
小
・
中
学
校
の
検
討
の

結
果
に
左
右
さ
れ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

問　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
英
語
教
育
・
国
際
化
教
育
の
機
会
に
す
る
予

定
は
あ
る
か
。

教
育
長　

大
変
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
が
、
ま
だ
具
体
的
な
考
え
は
今
の
と
こ
ろ

あ
り
ま
せ
ん
。

　

英
語
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

高
め
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
機
会

と
い
う
の
は
大
変
重
要
で
望
ま
し
い
活
動
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
国
際

イ
ベ
ン
ト
に
限
ら
ず
、
英
語
教
育
を
い
か
す
こ

と
に
つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

 

「
さ
す
が
小
中
一
貫
校
の
英
語
教
育
だ
」

と
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
目
指
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

問問 問問

起
業
に
対
し
て
町
独
自
の

支
援
策
を
考
え
て
は
ど
う
か

商
工
会
と
連
携
し
制
度
を

つ
く
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す

髙
見
澤　

春
野

問　

企
業
誘
致
条
例
等
制
定
後
の
成
果
と
課
題

は
。

町
長　

比
較
的
大
規
模
企
業
対
象
の
支
援
の
た

め
、
空
き
店
舗
対
策
事
業
１
件
で
す
。

　

支
援
内
容
、
条
件
は
近
隣
市
町
村
同
等
か
そ

れ
以
上
な
の
で
具
体
的
見
直
し
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

問　

起
業
に
対
す
る
町
独
自
の
支
援
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

町
長　

商
工
会
と
連
携
し
創
業
者
、
創
業
支
援

者
を
支
援
す
る
制
度
を
つ
く
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

問　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
参
加
継
続
の
考
え
は
。

町
長　

数
年
間
に
わ
た
り
定
期
的
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
こ
と
で
、
運
動
習
慣
を
確
か
な
も
の

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

ラ
ジ
オ
体
操
を
毎
日
無
線
で
流
し
て
は
。

町
長　

現
行
の
法
規
上
は
難
し
い
で
す
。
地
域
、

職
場
で
ラ
ジ
オ
体
操
の
Ｃ
Ｄ
の
希
望
が
あ
れ
ば

予
算
の
範
囲
内
で
対
応
し
ま
す
。

問　

反
省
会（
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
）で
の
意
見
を

ど
う
活
か
す
か
。

町
長　

貴
重
な
意
見
は
次
年
度
に
向
け
、
課
題

を
整
理
し
、
改
善
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

問　

子
育
て
支
援
基
金
（
仮
称
）
の
総
額
と
財

源
は
。

町
長　

来
年
度
創
設
で
考
え
て
い
ま
す
。
原
資

は
財
政
調
整
基
金
に
求
め
ま
す
。

子
ど
も
課
長　

出
生
祝
い
金
、
給
食
費
軽
減
、

成
長
祝
い
金
（
創
設
予
定
）
は
今
後
10
年
間
で

約
２
億
６
０
０
万
円
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
施
策

健
康
長
寿
・
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み

子
育
て
支
援
策

小
中
一
貫
の
英
語
教
諭
乗
り
入
れ
を

小
・
中
学
校
で

検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

西  

部  

元  

和

教
育
長

問問 問問

問問 教
育
長

教
育
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町
長

問問町
長
町
長

問問町
長
町
長

問問町
長
町
長

問問町
長
町
長

問問町
長
町
長

問問町
長
町
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

最
後
に

最
後
に
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問　

企
業
の
人
材
育
成
支
援
を
踏
ま
え
た
１
次

産
業
か
ら
３
次
産
業
ま
で
の
産
業
育
成
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
の
方
向
性
を
考
え
て
い

る
か
。

町
長　

１
次
産
業
に
つ
い
て
は
個
別
支
援
策
が

あ
り
ま
す
が
、
２
次
、
３
次
産
業
に
つ
い
て
は

充
実
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
８
月

よ
り
商
工
会
と
定
例
連
絡
会
議
を
毎
月
開
催
し
、

支
援
策
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

問　

公
用
車
の
整
備
や
民
間
住
宅
建
設
な
ど
、

町
の
仕
事
は
町
内
業
者
で
受
注
が
で
き
る
よ
う

町
内
第
一
主
義
的
な
支
援
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

町
内
で
閉
鎖
的
に
サ
イ
ク
ル
で
き
る
循

環
型
の
よ
う
な
仕
組
み
は
作
っ
て
い
っ
た
方
が

良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

げ
ん
で
る
号
の
佐
久
病
院
本
院
、
分
院
へ

の
運
行
要
望
等
、
調
査
状
況
は
。

総
合
政
策
課
長　

調
査
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
調
査
対
象
者
を
特
定
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト

内
容
作
成
、
実
施
に
は
予
算
化
が
必
要
で
す
。

問　

今
の
げ
ん
で
る
号
の
運
行
は
、
と
て
も
便

利
で
あ
り
好
評
で
す
。
是
非
佐
久
病
院
ま
で
運

行
で
き
る
体
制
を
御
検
討
下
さ
い
。
ど
う
す
れ

ば
運
行
可
能
と
な
り
ま
す
か
。

総
合
政
策
課
長　

許
可
は
手
続
き
的
に
は
不
可

能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ス
ト
や
他
の
交
通
手

段
の
阻
害
に
な
ら
な
い
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た

対
応
が
必
要
で
す
。
そ
れ
程
遠
く
な
い
頃
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

佐
久
穂
町
地
域
公
共
交
通
会
議
の
討
議
内

容
と
、
今
後
に
つ
い
て
。

総
合
政
策
課
長　

げ
ん
で
る
号
運
行
開
始
時
と
、

市
町
村
運
営
有
償
運
送
業
務
の
廃
止
時
に
協
議

し
ま
し
た
。
今
後
は
デ
マ
ン
ド
交
通
等
に
関
し

て
運
行
形
態
の
変
更
、
料
金
改
定
な
ど
、
何
ら

か
の
合
意
形
成
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
開
催
し

ま
す
。

問　

利
用
料
に
つ
い
て
、
げ
ん
で
る
号
は
公
共

交
通
機
関
で
す
。
通
院
、
買
い
物
、
ス
ポ
ー
ツ

・
文
化
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
高
齢
者
が

い
つ
ま
で
も
元
気
に
い
ら
れ
、
ま
た
、
地
域
活

性
化
の
た
め
に
も
値
下
げ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

利
用
料
自
体
を
運
行
当
初
と
同
額
で
維

持
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
至
っ

た
場
合
、
行
政
や
商
工
会
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
、

げ
ん
で
る
号
利
用
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
応
分
の
負

担
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問　

高
齢
者
運
転
免
許
証
返
納
に
対
す
る
具
体

的
対
策
は
。

町
長　

他
市
町
村
の
例
も
参
考
に
、
特
典
の
種

類
、
金
額
や
回
数
等
支
援
制
度
に
対
す
る
補
助

要
綱
の
原
案
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
予
算

措
置
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

げ
ん
で
る
号
の
佐
久
病
院
へ
の

運
行
調
査
状
況
は

　

近
く
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま
す

須  

田  

良  

子

総
合
政
策
課
長

問問

交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て

町
内
産
業
の
育
成

問問 問問 問問

町
長
町
長

町
長
町
長

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

町
長
町
長

公
共
施
設
全
般
の
あ
り
方

問　

公
共
施
設
等
整
備
計
画
が
示
さ
れ
た
が
、

所
管
各
課
に
散
在
す
る
公
共
施
設
を
ど
の
よ
う

に
監
理
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

横
断
的
な
取
組
体
制
の
構
築
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。
統
括
管
理
部
門
は
未
定
で
す
が
、

管
財
部
門
を
持
つ
総
務
課
が
適
当
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

施
設
利
用
は
各
課
の
使
用
判
断
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
部
分
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
が
、
新

庁
舎
建
設
や
道
の
駅
建
設
を
考
慮
す
れ
ば
、
目

標
値
以
上
の
達
成
が
必
要
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に

よ
る
厳
し
い
監
理
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

最
終
的
に
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
そ

れ
に
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

工
事
等
の
設
計
価
格

問　

工
事
発
注
に
お
け
る
積
算
価
格
に
間
違
い

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
場
合
の
対
応
は
。

建
設
課
長　

疑
義
が
生
じ
た
場
合
の
申
し
立
て

制
度
を
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

町
内
業
者
育
成
の
た
め
の
産
業
支
援
を

循
環
型
の
よ
う
な
仕
組
み
を

考
え
た
方
が
良
い
と
考
え
ま
す

井  

出  

正  

臣

町
長

問問

問問町
長
町
長

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

総
合
政
策
課
長

問問

公
共
施
設
全
般
の
あ
り
方

工
事
等
の
設
計
価
格

町
長
町
長

問問

問問町
長
町
長

問問建
設
課
長

建
設
課
長
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「
臨
時
職
員
に
係
る
包
括
業
務
委
託
」

を
行
う
根
拠
は
何
か
？

国
の
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
１
５
」
等
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
き
ま
す

髙
見
澤　

研
二

問　

国
が
進
め
る
「
地
方
行
政
サ
ー
ビ
ス
改
革

推
進
」
に
よ
る
助
言
通
知
を
受
け
、
佐
久
穂
町

と
し
て
の
政
策
決
定
や
事
業
を
進
め
る
根
拠
と

な
る
ま
と
ま
っ
た
計
画
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
８
月
に
臨
時
職
員
に
係
る
業
務
等
を

包
括
的
に
委
託
で
き
る
事
業
者
を
選
択
す
る
目

的
で
、「
包
括
業
務
委
託
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
」
が
実
施
さ
れ
た
が
、
唐
突
な
印
象
を
受

け
た
。
こ
の
政
策
決
定
に
至
っ
た
経
緯
と
、
今

後
の
方
針
を
定
め
た
計
画
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

町
長　

地
方
行
政
サ
ー
ビ
ス
改
革
の
取
り
組
み

は
国
か
ら
の
助
言
通
知
と
は
い
え
、
ほ
ぼ
義
務

的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

改
め
て
総
括
的
計
画
は
つ
く
る
こ
と
な
く
進
め
、

該
当
す
る
課
等
が
対
応
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
民
間
委
託
の
計
画
は
町
独
自
で
は
な

く
、
国
の
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
」
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
６
月
こ
ろ
か
ら
検
討
に
入
り
町
の
行
政

改
革
推
進
本
部
で
の
議
論
を
経
て
、
現
状
の
臨

時
職
員
の
雇
用
を
守
る
民
間
委
託
の
方
策
と
し

て「
包
括
委
託
」が
提
案
さ
れ
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
臨
時
職
す
べ
て
を
包
括
委
託
す
る

の
で
は
な
く
、
従
来
通
り
の
直
接
臨
時
雇
用
と

を
組
み
合
わ
せ
て
合
理
的
に
運
用
し
て
い
く
考

え
で
す
。

問　

昨
年
度
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
」
の

収
入
総
額
は
、
３
８
３
万
６
千
円
で
す
。
こ
の

収
入
か
ら
返
礼
品
な
ど
の
経
費
を
差
し
引
く
と

実
質
い
く
ら
の
増
収
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
今

後
ど
の
よ
う
な
方
向
で
取
り
組
む
の
か
、
信
濃

毎
日
新
聞
８
月
11
日
の
社
説
で
は
、「
む
し
ろ

地
方
か
ら
制
度
廃
止
の
声
を
上
げ
、
財
源
移
譲

を
求
め
る
べ
き
だ
」
と
あ
る
。
い
か
が
か
。

町
長　

返
礼
品
な
ど
の
経
費
が
約
20
％
か
か
り

ま
す
が
黒
字
の
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
本
来
の
趣
旨
の
と

お
り
、
頑
張
る
佐
久
穂
町
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
応
援
し
た
い
と
い
う
納
税
者
を
増
や
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

緊
急
情
報
の
配
信
手
段
は
万
全
か

エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
の
利
用
も

考
え
て
ま
い
り
ま
す

島  

﨑  

規  

子

町
長

問　

緊
急
情
報
等
の
発
信
は
現
在
の
屋
内
外
防

災
無
線
放
送
で
カ
バ
ー
し
き
れ
て
い
る
か
。

町
長　

防
災
無
線
更
新
時
、
聞
こ
え
づ
ら
い
箇

所
に
つ
い
て
は
全
て
の
区
長
さ
ん
に
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
屋
外
子
局
の
増
設
を
４
ヶ
所
、
ス

ピ
ー
カ
ー
を
指
向
性
の
高
い
も
の
に
変
更
し
て

お
り
ま
す
。

総
務
課
長　

集
落
の
家
の
外
に
い
る
方
々
に
は

情
報
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は
改
善
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問　

防
災
無
線
以
外
で
屋
外
に
い
る
方
々
に
情

報
を
お
伝
え
す
る
方
法
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

現
在
運
用
し
て
い
る
の
が
、
佐
久

穂
町
に
登
録
し
て
お
い
て
い
た
だ
く
と
消
防
団

の
方
々
は
火
災
が
あ
る
と
団
員
個
人
の
携
帯
に

メ
ー
ル
が
送
れ
ま
す
。
こ
れ
は
一
般
の
方
で
も

情
報
登
録
し
て
い
た
だ
く
と
避
難
勧
告
等
の
情

報
が
発
信
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
携
帯
電
話
会
社
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
情
報

を
発
信
す
る
手
段
も
今
後
運
用
を
考
え
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
の
定
時
放
送
に
つ
い
て

問　

５
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
時
に
は
、
毎

日
午
後
３
時
に
防
災
無
線
で
「
ラ
ジ
オ
体
操
」

を
放
送
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
大
好
評

で
あ
り
運
動
習
慣
定
着
の
た
め
に
も
継
続
可
能

か
。

町
長　

現
在
の
法
規
上
で
は
非
常
に
難
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
住
民
の
皆
さ
ん

へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
放
送
し
ま
し
た
。

健
康
管
理
は
ま
ず
自
分
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
や
職
場
に
お
い
て
ラ
ジ
オ
体
操
の
Ｃ
Ｄ
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
対
応

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
健
康
福
祉
課
に
御
相
談

下
さ
い
。

健
康
福
祉
課
長　

課
の
健
康
運
動
指
導
士
と
も

相
談
し
な
が
ら
、
長
野
県
が
展
開
す
る
Ａ
Ｃ
Ｅ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
健
康
づ
く
り
の
県
民
運
動
の

名
前
）
食
育
と
検
診
、
そ
し
て
運
動
の
３
点
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
展
開
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問問
屋
外
防
災
無
線
に
つ
い
て

問問

町
長
町
長

町
長
町
長

総
務
課
長

総
務
課
長

問問健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

ラ
ジ
オ
体
操
の
定
時
放
送
に
つ
い
て

総
務
課
長

総
務
課
長

町
長

問問

問問

町
長
町
長

町
長
町
長
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問　

自
然
災
害
や
感
染
症
な
ど
、
不
測
の
事
態

が
発
生
し
た
場
合
の
政
策
や
体
制
は
。

町
長　

地
域
防
災
計
画
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
・
国
民
保
護
計
画
に
て
町

長
を
中
心
と
し
た
対
策
本
部
を
設
置
し
、
発
生

し
た
災
害
等
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

問　

庁
舎
が
災
害
に
遭
う
な
ど
の
理
由
で
使
え

な
い
場
合
、
ど
こ
に
対
策
本
部
を
設
け
る
か
。

町
長　

代
替
え
施
設
と
し
て
い
る
八
千
穂
庁
舎
、

生
涯
学
習
館
茂
来
館
に
は
、
共
に
非
常
用
発
電

設
備
が
な
く
、
大
規
模
な
停
電
で
は
本
部
の
設

置
が
困
難
な
状
態
で
す
。
代
替
え
施
設
と
な
る

建
物
の
設
備
等
に
つ
い
て
整
備
を
進
め
る
こ
と

と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問　

避
難
の
手
助
け
が
必
要
な
方
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
、
ど
の
よ
う
に
避
難
さ
せ
る
か
。

町
長　

避
難
す
る
時
に
手
助
け
が
必
要
な
方
を

避
難
行
動
要
支
援
者
と
し
、
防
災
担
当
部
局
と

福
祉
担
当
部
局
が
連
携
し
、
把
握
に
努
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
誰
が
ど
の
よ
う
に
避
難
さ

せ
る
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、
ま
だ
決
め
ら
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
。

問　

庁
内
の
危
機
管
理
対
応
は
。（
盗
難
、
情

報
の
損
失
・
流
失
、
契
約
書
の
管
理
体
制
）

町
長　

盗
難
は
、
佐
久
庁
舎
は
日
当
直
者
、
八

千
穂
庁
舎
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
に
て
対

応
し
て
い
ま
す
。
情
報
シ
ス
テ
ム
は
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
で
管
理
さ
れ
、
問
題
が
あ
っ
た
場
合

解
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
契
約
関

係
の
保
存
期
間
は
二
年
と
定
め
て
お
り
、
重
要

な
案
件
の
契
約
書
は
各
所
管
課
に
お
い
て
永
年

保
管
、
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
問　

ま
ち
の
駅
に
つ
い
て
ど
の
様
に
対
応
す
る

か
、
新
た
な
場
所
で
の
施
設
整
備
の
考
え
は
。

町
長　

現
在
、
直
売
所
に
つ
い
て
何
か
対
処
を

考
え
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
意
見
等

を
伺
い
な
が
ら
今
後
に
つ
い
て
考
え
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

危
機
管
理
に
つ
い
て

ま
ち
の
駅
・
農
産
物
直
売
所
の
今
後
に
つ
い
て

問問問問 町
長
町
長

町
長
町
長 不

測
の
事
態
の
危
機
管
理
対
応
は

迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す

石  

井  

正  

行

町
長

問　

信
州
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
伴
う
観
光
客
数
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
利
用

状
況
は
ど
う
か
？

産
業
振
興
課
長　

白
駒
池
駐
車
場
の
利
用
状
況

で
は
対
前
年
１
７
０
％
以
上
の
伸
び
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

観
光
客
数
に
つ
い
て
も
、
４
月
か
ら
８
月
末

ま
で
に
10
万
５
６
５
３
人
と
な
り
、
前
年
比

１
７
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

多
く
の
観
光
客
が
来
町
し
て
い
る
よ
う
だ

が
経
済
効
果
は
あ
る
の
か
？

町
長　

観
光
協
会
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す

る
等
の
対
策
事
業
を
行
っ
た
が
、
多
く
の
利
用

を
頂
い
た
事
業
場
も
あ
れ
ば
、
数
件
の
利
用
に

留
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
終
了
後
に
検
証
し
た
い
。

問　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
、
来
年
度
も
運
行
す
る

の
か
？

産
業
振
興
課
長　

本
年
の
信
州
Ｄ
Ｃ
対
策
と
い

う
こ
と
で
計
画
し
た
も
の
で
、
継
続
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問　

駐
車
場
を
増
や
せ
れ
ば
、
直
接
収
入
が
増

加
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
。

町
長　

国
定
公
園
の
特
別
保
護
区
に
近
い
。
町

と
し
て
も
大
切
に
し
た
い
場
所
で
あ
り
駐
車
場

を
広
げ
る
こ
と
は
、
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

問　

売
却
が
白
紙
に
戻
っ
た
八
千
穂
小
学
校
は

ど
う
す
る
の
か
？

町
長　

公
募
を
あ
き
ら
め
た
わ
け
で
は
な
い
が

県
や
金
融
機
関
等
か
ら
の
情
報
を
基
に
売
却
に

向
け
た
営
業
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

文
化
財
の
一
部
を
八
千
穂
中
学
校
へ
移
動

す
る
が
、
資
料
館
と
す
る
の
か
？

町
長　

資
料
館
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

観
光
施
策
に
つ
い
て

学
校
跡
地
に
つ
い
て

信
州
デ
ス
ティ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
効
果
は
？

白
駒
の
池
、
苔
の
森
を
中
心
に

多
く
の
来
町
者
が
あ
り
ま
す

髙  

橋  

康  

徳

町
長

町
長
町
長

問問

問問 問問町
長
町
長

町
長
町
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

問問

問問

町
長
町
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

問問 問問 問問

問問

町
長
町
長

町
長
町
長

町
長
町
長



視視察研修特別委員会
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三つの町では、熱心にご説明・ご案内を頂きました。誠にありがとうございました。紙面を通じ御礼申し上げます。

坂祝町議会の皆さんと共に坂祝町議会の皆さんと共に

主催：南佐久郡町村会
講師：信州大学　濱田学長
演題：「信州大学の概要と取り組みについて」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
信州大学は、昭和 24年に長野県下の 7つの高等教育機関（学校）が合併し誕生しました。また、信州大学は、
大学地域貢献度で 4年連続日本一となっています。
県内自治体や民間企業等と締結した連携協定も 46を数え、近隣では佐久市、軽井沢町、川上村、南牧村
が結んでいます。更に「信州大学ものづくり振興会」などの各種産学連携組織に参加する企業・会員数は、
600以上にのぼり、大学が地域と共同研究や課題研究に貢献していることが伺えます。
この他、年間 1100 件以上の公開講座や出前講座を実施しており、町でも林業戦略の策定につき業務支援の
委託を進めています。

常任委員会
合同視察研修報告

　本年度の議会常任委員会合同視察研修は7月13日㈭・14日㈮の2日間、
「議会改革、ふるさとづくり、まちおこし」等をテーマに、岐阜県坂祝町、
愛知県大口町、静岡県森町での視察を行いました。

タブレット端末導入では情報の共有やスケジュール伝達の迅速化などメリットもあります。予算
や決算の審議では使いにくい様です。視察にきた他町村での、タブレット導入はあまりおこなわ
れていないようです。
休日議会の開催は、町への負担が多いわりに効果が少なかった事から、現在は実施していないと
のことでした。

■ 岐阜県坂
さかほぎちょう

祝町 ■
坂祝町はタブレット端末導入や休日議会の導入試行など先進的に議会改革に取り組んでます。

➡

平成11年の情報公開条例を手始めに「参加と参
画のまちづくり」を推進し、平成 21年には「ま
ちづくり基本条例」を制定し「協働のまちづくり」
を推進しています。近年は地域のお祭りや環境整
備事業を「協働委託事業」とし、町からNPO等
の各種団体に委託し「協働のまちづくり」を進め
ています。

■ 愛知県大
おおぐちちょう
口町 ■

大口町は「協働のまちづくり」を精力的に推進する先進地です。

➡

森町の高齢者福祉関係事業について説明を受けました。特徴的なのは地域包括支援センターが高
齢者福祉事業のほか、介護予防・生活支援事業など幅広く保健・福祉事業に携わっていたことです。
午後からは体験型観光施設「アクティー森」を見学しました。
森町は保健福祉行政の他、観光振興、お茶やトウモロコシの生産など農業振興にも注力している
事が伺えました。

■ 静岡県森町 ■
森町は高齢者保健福祉事業や産業・観光振興に力を入れています。

➡

佐久地域問題研修会 実施期日：8月 22日㈫　場所：川上村　川上文化センター



委委委員員員会会会活活活動動動かかからら委員会活動から委委員員員会会会活活活動動動かかからら委員会活動から
委員会審査

総務文教常任委員会総務文教常任委員会
　平成 28年度一般会計歳入歳出決算など認定 4件、平成 29年度一般会計補正予算の専決処分の承認
1件、佐久穂町保育の必要性の認定に関する条例の制定についてなど議案 6件が付託され、全付託案件
を原案どおり可決しました。

平成28年度一般会計決算
歳入決算額は 84億 5704 万 5千円、歳出決算額は 80億 6788 万 1千円、翌年度繰越額 6714 万円であり、
差し引いた実質収支額は 3億 2202 万 5千円の余剰が生じ、基金に 1億 6200 万円を積み立てました。
町税は12億 499万 4千円の調定額に対し、収入済額は10億 8264万円です。平成27年度と比較すると、

調停額で 2336 万 3 千円、収入済額で 3906 万円の増額です。収入未済額は 1億 969 万 8 千円で 599 万 2
千円の減額となりました。公債費の歳出決算額は15億9205万5千円、昨年度比6617万5千円の減額です。

平成28年度特別会計決算
国民健康保険特別会計歳入総額 15 億 8199 万 5 千円、歳出総額 15 億 7879 万 8 千円、差引残高 319 万

7千円。保険加入者は28年度末3,034人で189人の減少となっています。収入未済額は5685万 9千円で、
前年度比 29万円の増加です。

条例の制定・一部改正
●佐久穂町保育の必要性の認定に関する条例の制定 （保育標準時間は、１か月当たり平均275時間までなど）
●町営水道条例一部改正 （宿岩簡易水道について、加入分担金、水道料金、手数料等の額の改正、値上げ）

平成29年度一般会計補正予算
補正額 2億 2470 万 8千円増額し、予算総額 79億

6393 万 9 千円です。前年度決算や交付税の確定に
伴う補正が主で、歳入の地方交付税を 1億 6819 万
5千円増額、町債 3204 万 8千円です。

●街灯LED化事業
●生活の足確保事業
　　げんでる号年間延べ利用者数 22,286 人
●戸籍コンピュータ化業務委託事業
●放課後児童健全育成事業（学童クラブ）
　　年間延べ利用者数 14,837 人
●小中一貫教育推進教員配置事業
　　小 5からの一部教科担任制実施 6名を配置

……………………… 883万8千円
………………… 2144万7千円

　　　　
… 1177万8千円
… 1409万9千円

　　　　
…… 2322万5千円
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経済福祉常任委員会経済福祉常任委員会
　担当する産業振興課、建設課、健康福祉課所管の、平成 28年度一般会計歳入歳出決算、平成 29年

度一般会計、特別会計補正予算案件など計 14件を審議の結果、全件を原案通り承認・可決致しました。

　この報告では、担当各課の執行項目で対前年度比の増減が多かった項目につき総額と増減額を表示し

ます。

平成28年度一般会計　歳入歳出決算
【産業振興課】
●農業振興費：7555万円　対前年度比－7475 万円
　　大幅減の要因は前年度の雪害補助及び交付金の減少。
●林業振興費：3469万円　対前年度比－4196 万円
　　国庫補助の更新伐事業減が主因です。

【建設課】
●道路橋梁費：4億 4693万円　　前年度比＋1億 1649 万円で、主な増加要因は高速道路推進費の
　＋7888 万円及び橋梁長寿命化改良費の＋6715 万円です。

【健康福祉課】
●社会福祉費：1億 9125干円で、対前年度比　2億 2398 万円の増加。
　高齢者への臨時福祉給付金で4272万円の増加や佐久総合病院の整備負担金1億7960万円によるものです。

平成28年度　佐久穂町索道事業特別会計歳入歳出決算（スキー場事業の会計）
歳 入 ・ 歳 出 決 算 額：1億7106万円
借入金を除く実質収入額： 6274万円
公債費を除く実質支出額：1億 995万円
実質赤字は4721万円でした。

産業振興課では、3月平日の第4リフト停止や新電力との契
約など経営努力をし、実質赤字額は前年度より約1400万円
減少しましたが、相変わらず高水準の赤字が続きました。

平成29年度一般会計 補正予算
総額 2億 2471 万円の収支補正額だが、前年度決算に伴う繰越金処理等が中心でした。
経済福祉常任委員会付託の補正案件では、社会福祉費2614万円、土木費1566万円が増額補正となりました。

広報編集調査特別委員会広報編集調査特別委員会
　広報編集調査特別委員会では、9月 29日に東京で行われた「平成 29年度町村議会広報研修会に倉
澤陽一委員長はじめ全委員が参加して来ました。
　「伝える広報」から「伝わる広報」のつくり方などの講習を受け、「議会だより」の編集でも、できる
だけ反映する様に努力していきます。
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長寿命化工事後の八十巌橋長寿命化工事後の八十巌橋

次回12月定例会は
1212月月77日㊍～日㊍～1919日㊋日㊋を予定しております

皆様の傍聴をお持ちしております

前号 12頁、須田良子議員の
見出しで佐久穂病院を佐久病院
に訂正してお詫び申し上げます。

お詫び

子どもスキー教室（八千穂高原スキー場）子どもスキー教室（八千穂高原スキー場）

おかげ様で
 「議会だより」も５０号号



追
跡 そのあと、どうなったの!?

一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般質質質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問問問一般質問

どんな こどもセンターになるの？

◎ ◎ プレイルームはもちろん、その他プレイルームはもちろん、その他
の部屋も子育て中の方や「子育ての部屋も子育て中の方や「子育て
サークル」が無料で利サークル」が無料で利用できます。用できます。

◎ ◎ 既存の児童館、学童クラブと一体既存の児童館、学童クラブと一体
となった施設です。子育てランド、となった施設です。子育てランド、
あそびの広あそびの広場なども開催場なども開催します。します。

◎ ◎ 来年４月にはオープンの予定です。来年４月にはオープンの予定です。

「
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
は
、
本
年

一
月
の
臨
時
議
会
に
上
程
さ
れ
、
地
方
創

生
拠
点
整
備
と
し
て
整
備
が
決
定
し
ま
し

た
。九

月
定
例
議
会
で
は
、
旧
佐
久
中
央
小

学
校
を
改
修
し
「
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
創

設
の
工
事
契
約
が
議
決
さ
れ
、
い
よ
い
よ

工
事
開
始
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）の
整
備

センターの利用は？

●●工事施工者工事施工者：畑八開発株式会社：畑八開発株式会社

●●工事金額：8856万円工事金額：8856万円
（工事費用のうち半分は国からの交付金、（工事費用のうち半分は国からの交付金、
残りは起債で賄います）残りは起債で賄います）

●●工事期間：平成29年9月6日～平成30年2月28日工事期間：平成29年9月6日～平成30年2月28日

●●主な施設：プレイルーム、健診室、飲食ルーム等主な施設：プレイルーム、健診室、飲食ルーム等

工事のあらまし

■■こどもセンターは未就園児や子どもたちがお母さん達とふれあい、こどもセンターは未就園児や子どもたちがお母さん達とふれあい、
リフリフレッシュできる、町の子ども・子育て支援の中心的拠点です。レッシュできる、町の子ども・子育て支援の中心的拠点です。
◇◇プレイルーム…子ども達が自由に遊び、母親・父親が見守プレイルーム…子ども達が自由に遊び、母親・父親が見守

りながら情報りながら情報交換できる空間です。交換できる空間です。
◇◇健診室…………健診室…………診察室や相談室、授乳室をそなえ、落ち着いて診察室や相談室、授乳室をそなえ、落ち着いて

乳児検診乳児検診などの診察や相談ができる場所です。などの診察や相談ができる場所です。
◇◇講座室…………講座室…………ゆっくりと講座や会議を開くことができます。ゆっくりと講座や会議を開くことができます。
◇◇その他その他……………………飲食スペースや親子トイレがあります。飲食スペースや親子トイレがあります。

どんなことができるの？
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現在の工事の様子現在の工事の様子

プレイルーム完成予
測図

プレイルーム完成予
測図



議会議員も心をやさしさで満たしてもらいました

佐久穂町議会議員も参加しました佐久穂町議会議員も参加しました
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やさしさいっぱい さくほまちやさしさいっぱい さくほまち

行事いっぱい 夢いっぱい行事いっぱい 夢いっぱい

やさしさいっぱい さくほまちやさしさいっぱい さくほまち

●
９
月
９
月
3030
日日

　

佐
久
穂
３
保
育
園

運
動
会

運
動
会

●●
９
月
９
月
2222
・・
2323
日日    

樺
松
祭

樺
松
祭

●●
９
月
９
月
2121
日日

秋
の
交
通
安
全
人
波
作
戦

秋
の
交
通
安
全
人
波
作
戦

●●
９
月
９
月
1616
日日    

小
学
校
運
動
会

小
学
校
運
動
会

（写真）
保育園児が
かいた万国旗

（写真）
地域と文化と
樺松祭

行事いっぱい 夢いっぱい行事いっぱい 夢いっぱい

●●
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新
し
い
広
報
編
集
調
査
委
員
会
に
な
っ

て
２
回
目
の
発
行
と
な
り
ま
す
。
町
民
の

み
な
さ
ま
に
、
わ
か
り
や
す
く
親
し
み

や
す
い
広
報
を
目
指
し
て
作
成
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
難
し
さ
に
毎
回
、
当
惑

し
て
い
ま
す
。

今
回
、
中
学
社
会
科
の
公
民
「
地
方

自
治
」
の
教
材
と
し
て
使
用
で
き
る
よ

う
な
紙
面
を
意
識
し
て
作
成
し
て
み
ま

し
た
。
さ
ら
に
授
業
で
資
料
と
し
て
使
っ

て
も
ら
お
う
と
、
９
年
生
全
員
に
配
布

す
る
予
定
で
い
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
の
み
な
さ
ま
と
、
議

会
と
の
距
離
が
近
く
な
る
よ
う
に
工
夫

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
世
代
を
超
え
て

議
会
だ
よ
り
を
ネ
タ
に
お
話
が
盛
り
上
が

っ
て
く
れ
れ
ば
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

広
報
編
集
調
査
副
委
員
長　

西
部 

元
和

■
活
動
の
最
初
の
一
歩
は
何
だ
っ
た

ん
で
す
か
。

こ
の
山
荘
の
名
前
が
「
青せ

い

苔た
い

荘そ
う

」

だ
も
の
、「
や
っ
ぱ
苔
で
し
ょ
う
」。

豊
か
な
苔
を
皆
に
知
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
た
こ
と
か
な
。
教
え
て
く
れ
る

先
生
を
探
す
の
に
は
苦
労
し
た
け
ど

ね
・
・
・（
笑
）

■
そ
の
観
察
会
は
ど
う
だ
っ
た
ん
で

す
か
。

先
生（
樋
口
先
生
）
来
て
ビ
ッ
ク

リ
よ
。
だ
っ
て
僕（
山
浦
）ひ
と
り
だ

っ
た
ん
だ
も
の
。
で
も
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
、
日
本
蘚せ

ん
た
い
る
い

苔
類
学
会
に
よ
り

「
貴
重
な
苔
の
森
」（
※
注
）
に
認
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
場

所
の
苔
を
守
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
ん
で
す
。

■
２
０
１
０
年
に
「
北
八
ヶ
岳
苔
の

会
を
結
成
し
て
、
苔
の
保
全
活
動

へ
と
発
展
し
て
い
く
ん
で
す
ね
。

苔
と
い
う
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
植

物
の
中
に
、
大
き
な
発
見
や
驚
き
が

あ
る
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
守

り
、
後
世
に
大
き
な
財
産
と
し
て
残

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
活
動
中
で
す
。

■
活
動
を
始
め
て
８
年
に
な
り
ま
す

が
「
も
う
や
め
よ
う
！
」
と
思
っ

た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
か
。

一
年
目
で
や
め
よ
う
と
思
っ
て
、

も
め
た
事
も
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
５

年
目
に
「
日
本
蘚
苔
類
学
会
北
八
ヶ

岳
大
会
」
を
佐
久
穂
で
開
き
た
か
っ

た
ん
で
、
そ
こ
ま
で
は
や
る
っ
て
決

め
た
し
、
そ
れ
で
こ
の
学
会
を
開
催

し
た
事
で
、
人
が
来
る
よ
う
に
な
り
、

次
の
目
標
が
、
今
回
の
信
州
Ｄ
Ｃ
を

◆
編
集
後
記
◆

こ
の
苔
の
森
に
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た

ん
で
す
。

■
信
州
Ｄ
Ｃ
が
決
ま
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
Ｃ
Ｍ
撮
影
が
昨
年
10
月
に
あ

っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
貰

っ
て
も
い
い
で
す
か
。

（
山
浦
）
２
日
間
の
撮
影
中
に
控
室

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

そ
の
間
の
お
弁
当
を
ご
注
文
い
た
だ

い
た
の
で
、
多
少
な
り
と
も
小
百
合

さ
ん
に
近
づ
け
て
最
高
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
よ
。

（
遠
藤
）
僕
が
青
苔
荘
で
い
つ
も
泊

ま
る
部
屋
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
撮
影

の
時
は
そ
の
部
屋
が
小
百
合
ち
ゃ
ん

（
吉
永
小
百
合
さ
ん
）
の
控
室
に
な

っ
ち
ゃ
っ
て
い
て
・
・
・（
笑
）

■
信
州
Ｄ
Ｃ
も
終
わ
り
、
吉
永
小
百

合
さ
ん
効
果
で
白
駒
の
池
、
苔
の

森
の
認
知
度
も
上
が
っ
た
と
思
い

ま
す
。
来
年
は
ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
に

な
り
ま
す
が
、
今
後
を
ど
の
よ
う

に
考
え
ま
す
か
。

苔
の
会
と
し
て
は
町
の
観
光
の
活

動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
思
い
つ
き
で

な
く
長
期
的
な
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、

「
苔
の
観
察
会
」
を
継
続
し
実
行
し

て
い
き
ま
す
。
観
察
会
を
小
中
学
校

在
学
中
に
一
回
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

中
に
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ま
た

町
民
の
皆
さ
ん
に
も
５
月
か
ら
10
月

の
間
、
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
観
察
会

を
行
っ
て
い
る
の
で
是
非
参
加
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

がんばる
さくほの
チョー民

北八ヶ岳苔の会北八ヶ岳苔の会
会　長　会　長　山浦　清山浦　清  さん さん ㊨㊨
事務局　事務局　遠藤隆也遠藤隆也 さん さん ㊧ ㊧

　

信
州
Ｄ
Ｃ
に
よ
り
今
ま
で
に
な
い

賑
わ
い
を
み
せ
た
白
駒
の
池
。

　

１
９
６
０
年
代
、白
駒
の
池
一
帯

の
木
を
伐
採
す
る
計
画
が
持
ち
上

が
っ
た
時
、村
長
を
は
じ
め
多
く
の

村
民
が
村（
当
時
の
八
千
穂
村
）を

挙
げ
て
阻
止
を
し
た
と
い
う
過
去

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
２
０
０
８
年
に「
日
本
の

貴
重
な
苔
の
森
」に
日
本
で
７
番
目

に
認
定
さ
れ
、現
在
に
い
た
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
苔
の
森
の
環
境
を
守
ろ
う

と
、２
０
１
０
年
に
結
成
さ
れ
、活

動
さ
れ
て
い
る「
北
八
ヶ
岳
苔
の
会
」。

信
州
Ｄ
Ｃ
招
致
の
立
役
者
で
あ
る
、

会
長
山
浦
清
さ
ん
と
事
務
局
遠
藤

隆
也
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

人気度全国２位にランクイン!!
（2017.6.17付 日経紙＆電子版）（2017.6.17付 日経紙＆電子版）

■
佐
久
穂
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
っ

と
も
っ
と
こ
こ
の
苔
の
森
を
観
に

来
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し

て
、
佐
久
穂
の
子
ど
も
達
に
は
こ

れ
ほ
ど
貴
重
な
苔
の
森
が
こ
の
佐

久
穂
町
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を

誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い
と
の
想
い

が
北
八
ヶ
岳
の
苔
じ
い
さ
ん
達
の

一
番
の
源
動
力
な
ん
で
す
ね
。
本

日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
聞
き
手　

島
﨑
規
子
）

（
※
注
）
学
者
か
ら
見
る
と
壊
れ
や
す
く
、

守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
大
変
貴

重
な
場
所
。
学
者
は
何
も
で
き

な
い
の
で
地
元
の
人
た
ち
に
何
と

か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
２
０
０
８
年
）

こけ

白駒の池の苔の森透き通る美しさ白駒の池の苔の森透き通る美しさ

白駒の池の苔白駒の池の苔
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	議会だより50_11
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	議会だより50_13
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